
 

 

2025年 8月 12日 
 

HS（化膿性汗腺炎）啓発イベントを開催しました 
お笑い芸人 バービーさん、タレント・モデル 岩間恵さん、 琉球大学大学院 講師 山口さやか先生が登壇 

肌の悩みは皮膚科に相談することの大切さをトーク 
― ユーシービージャパン YouTube にてイベントアーカイブ動画を公開 ― 

ユーシービージャパン株式会社（本社︓東京都新宿区、代表取締役社長︓菊池 加奈子）は、6月 3日（火）東京ミッド
タウン日比谷にて「化膿性汗腺炎（かのうせいかんせんえん）〔HS︓Hidradenitis suppurativa〕」を知る公開イベント「話すこと
からはじめる、肌サイン」を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HS（化膿性汗腺炎）は、わきの下やお尻、太ももの付け根、関節部などに発生しやすく、皮膚の痛みや腫れ、炎症を伴う慢性
の皮膚疾患です。進行すると激しい痛みを引き起こし、日常生活に大きな支障をきたすこともあります。この疾患は早期の受診と
適切な治療が重要であるとされる一方で、認知度が低く、確定診断までに平均 7年ほどを要する*のが現状です。こうした背景を
受け、HS（化膿性汗腺炎）という疾患をより多くの方に知っていただくことを目的に、「HS疾患啓発週間」にあたる 6月第 1週
に、疾患啓発イベント「話すことからはじめる、肌サイン」を開催しました。 

イベントには、山口さやか先生（琉球大学大学院 医学研究科 皮膚科学講座・講師）、岩間恵さん（タレント・モデル）、バ
ービーさん（お笑い芸人）の 3名が登壇。岩間恵さんとバービーさんは日々のライフスタイルやスキンケアの秘訣、過去の肌悩み
に関する体験談を共有し、肌と向き合うことの大切さについて語りました。山口さやか先生からは、HS（化膿性汗腺炎）の症状
や治療法についての解説とともに、肌に異変を感じた際には、皮膚科を受診することの大切さをお話いただきました。イベント会場
には多くの観覧者が集まり、HS（化膿性汗腺炎）を知るきっかけとなる啓発の場となりました。 

* 3. Saunte DM, et al.︓Br J Dermatol. 173（6）︓1546-1549, 2015. 

 

また、本イベントの様子は、ユーシービージャパン YouTube にてアーカイブ動画として公開いたします。 
URL︓https://youtu.be/0elZa2xlUio 
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https://youtu.be/0elZa2xlUio


 

 

【トークイベントレポート】 
■疑わしい症状があればぜひ皮膚科に来てほしい（山口さやか先生） 

山口先生は「患者さんの多くは HS という病名を知りません。病名を伝えても初
めて聞いたという方がほとんどです」と HSの現状をお話され、HS のセルフチェック
項目も紹介しながら、初めて知る方にもわかりやすく HS を詳しく解説いただきま
した。 

「症状が悪化すると、痛みや悪臭を伴う膿のせいで、社会生活に影響が及ぶこ
とや、気分が落ち込むなどの精神面の影響で社会的に孤立してしまうこともあり
ます。そのため早期に適切な治療を行うことがとても大切です」と強調しました。 

最後に、「HSはデリケートな場所にできやすい病気でもあるので、まずはこういっ
た病気があることを皆さんに知っていただきたい。疑わしい症状があればぜひ、早
めに皮膚科を受診してほしいですし、もし身近に HS の方がいらっしゃれば、こう
いう病気があることを理解していただけたら」と呼びかけられました。 

 

■一人で抱え込まずに家族や皮膚科の先生に相談することが大切（岩間恵さん） 

学生時代に肌荒れに悩んだ経験があり、現在も繰り返しニキビが出やすいこと
が気になっているという岩間さん。これまでにも皮膚科の受診経験があるもの
の、日頃「こんなことで皮膚科に行っていいのだろうか」と皮膚科に行くタイミング
に悩むことがあるとお話され、山口さやか先生からは「様子を見ていても良くなら
ない、生活に困るなど、心配なことがある時は皮膚科に相談してほしい」とアド
バイスを受けました。 

最後は「今まで知らなかった病気を知ることができて良かった。何かあったら一人
で抱え込まずに、皮膚科の先生に相談することが大切だと思いました」とお話さ
れました。 

 

 

 

■一人で悩むよりも専門家のところへ（バービーさん） 

日頃の肌管理において大切にされているポイントは「原因を突き詰める」とお話
されたバービーさん。思春期の頃から長年悩まされてきたニキビについて、「皮膚
科に通い始めて、原因をきちんと教えてくれる先生に出会ってから、自分の肌の
ことを知ることができて目から鱗だった」とご自身の体験を紹介。専門家に相談
する大切さを、体験談を交えながら語りました。トークセッションでは、ニキビとの
違いや HSの特長について山口先生に積極的に質問。「知らなかったことを先
生から教えてもらって、やっぱり専門家のお話を聞くべきだと思いました」とコメント
しました。 

最後に、肌悩みを持つ方に向けて、「行ってみたら意外とすぐに解決することも
あるから、一人で悩むよりも専門家のところに行って話してみて」とメッセージを送
りました。 
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【化膿性汗腺炎（HS）について】 
化膿性汗腺炎（HS）は、慢性かつ再発性の痛みを伴う消耗性の炎症性皮膚免疫疾患です 1,2。主な症状は、炎症性結節、膿
瘍、排膿性瘻孔（いくつかの結節や膿瘍が皮膚の下でつながり、トンネルのようになった状態）で、好発部位として、腋窩や鼠径部、
臀部、肛門周囲、乳房下部などに発症します 1,2。HS は再発を繰り返し、病変部位の重度の痛みは患者さんの QOL に影響します
1,2。HS は思春期以降の人にみられ、試験を実施したほとんどの国で人口の約 1%が罹患しています 1,2。本邦においては疫学調査が
なされているものの正確な患者数や有病率は不明です。欧米では HS患者の約三分の一に HS の家族歴がありますが、日本において
は 2～3％と報告されています 3。痛み、排膿、瘢痕といった症状は、身体的な負担だけではなく、周囲の目が気になることで、社会的
孤立や自尊心の低下につながり、対人関係、教育、仕事など、あらゆる生活および精神領域に影響を及ぼす可能性があります 1,3,4。  
 
【UCB（ユーシービー）について】 
UCB（www.ucb.com）は、ベルギーのブリュッセルに本社を置くグローバルバイオファーマで、ニューロロジーや免疫・炎症領域の重篤な
疾患と共に生きる患者さんのより良い生活の実現を目指して、革新的な医薬品の研究開発ならびにソリューションの提供に力を注いで
います。約 40 カ国に拠点を置き、従業員数は 9,000名あまりを擁しており、2024年の収益は 61億ユーロでした。UCB はユーロネク
スト・ブリュッセル証券市場に上場しています。 
ユーシービージャパン株式会社は、UCB の日本法人として 1988年に設立され、抗てんかん薬、関節リウマチ治療薬および乾癬治療薬
を中心に医薬品事業を展開してきました。2023年より希少疾患領域でも治療薬の販売を開始しました。患者さんにとっての価値を創
造するバイオファーマリーダーとして、従来の治療で十分な改善が得られなかった患者さんに、新たな治療の選択肢を提供することを目
指しています。ユーシービージャパンは、2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）におけるベルギーパビリオンにダイアモンド パート
ナーとして協賛しています。 
ユーシービージャパンの詳細については https:/www.ucbjapan.com または、LinkedIn をフォローしてご覧ください。 
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本件に関する報道関係者様のお問合せ先: ユーシービージャパン HS イベント広報事務局（PA Communication内） 
担当︓大木・小口・山本・喜井   MAIL︓ucb@pa-c.co.jp   TEL︓03-6447-0395 
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